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【Scenes of Solution】

瀬戸内ブランドの確立による地域創生を
ーー「せとうちDMO」が目指す瀬戸内の地域再生と成長循環

【調査のわき道】

超高齢時代に、役割増すフィットネスクラブ
株式会社日本経済研究所 調査本部 医療福祉部長   菅原 尚子

【未来人図鑑】

株式会社トンボ飲料
代表取締役社長　翠田 章男 氏
豊かな水資源と地域の知的資産で
高付加価値な飲料を幅広いユーザーに届ける

ヘルスケア、
ネクストステージへ

【ネクスト・ジャパン最前線】
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当行が政策研究大学院大学（National Graduate Institute For Policy Studies:GRIPS）と共同で、行政と地域
金融機関等の職員を対象に、実効性ある地域振興のためのプロジェクトや支援策を企画立案し、また推進できる人材の
育成を目的として、平成28年4月に開設した修士課程の新コースを平成29年3月に8名が修了しました。

ＤＢＪとＧＲＩＰＳが共同で開設した
新コースから修了生を輩出

① 木原 安那／金融庁
② クラウドファンディングの活用から見えてくる
 企業の情報開示の重要性
③ クラウドファンディングの活用により中小企業がステークホルダーを
拡大させることで生じる副次的効果について事例を基に検証した。その
結果、積極的な情報発信・開示の行動が、事業計画作成意義の認識や経
営改善の気づきの機会等に繋がるとの知見を得た。

① 石﨑 陽之／株式会社北陸銀行
② 北陸の古民家再生支援からみる
 創業・流動化支援の考察
③ 地域資源である古民家を活用した効果的な創業支援体制と流通支援
に関して考察した。創業支援にかかる文献調査、古民家再生の資金調達
手法の検討と、先進事例等を通じて、公民連携支援及び古民家再生事業
に特化した産官学金連携プラットフォームの設置を提言した。

① 片沼 迪太郎／株式会社横浜銀行
② 神奈川県内PPP・PFIの現状と将来性
 ～神奈川県の事例から見る、PPP・PFI活性化の方策～
③ PPP・PFIの現状と問題点を整理し、神奈川県における活性化手法とし
て、「公共施設等総合管理計画を踏まえた取組目標の設定と定期的な実
績管理」、「地域の産・学・金・専門家の中から更なる協力者を募る」、「PPP・
PFI地域プラットフォームの立ち上げ」の3点を提言した。

① 西浴 庸介／和歌山県
② 農村地域における地域活性化と起業支援に関する考察
 ～和歌山県紀美野町の事例から見る持続的な発展の条件～
③ 農村地域の活性化には安定した収入が得られる仕組みが不可欠と
の視点から、パン・カフェ店等の起業が続いた紀美野町の事例を取り上
げ、その要因を明らかにした。起業支援に向けた中間支援組織の形成や、
地域金融機関の積極的な関与の必要性等について提言した。

① 後 和宏／信金中央金庫
② 地域産業の現状分析とその持続可能性について
 ～鳥取県倉吉市の事例研究～
③ 倉吉市の地域産業連関表を推計し、外貨獲得、雇用吸収、所得増の３つ
の側面から、その主要産業が医療・介護であることを明らかにした。今後、
市が稼ぐ力を高めていく上で、医療・介護とその関連産業(製造業、教育
産業)の育成・創出の必要性を提言した。

① 奈良 友也／高知県
② 中山間地域（農村地域）におけるローカルビジネスについて
 ～第三セクターによる産業振興の可能性の検証～
③ 中山間地域のローカルビジネスを持続可能なものとするために、第三
セクターによる産業振興の可能性について、ヒアリング事例を基に検証
した。その結果、自治体のみでは解決できない課題が浮き彫りになり、地
域金融機関の経営への関与の必要性を提言した。

① 布川 玄太／株式会社北洋銀行
② 地方都市の中心市街地活性化に向けた拠点整備事業の考察
 ～コンパクトシティにおける「核」的拠点施設の持続的な
 事業手法の構築について～
③ 中心市街地活性化に向けた「核」的施設整備事業に着目し、地域の持続
性に貢献する事業構築の手法を考察した。地域資源を活かした独自性
のある事業構築を行政等が支援する方策と、地域金融機関による目利き
力の向上と積極的な事業参画の必要性を提言した。

① 朝日 隆仁／福岡県
② 持続可能な観光まちづくりに関する考察
 ～「オンパク手法」導入地域を事例として～

③ 観光まちづくりの推進主体として注目を集める日本版DMOと観光振
興の手法として全国に広がる「オンパク手法」の関連性に着目し、両者の
相違点を考察した。オンパク手法を活用した日本版DMOの形成において、
地域の多様な関係者の連携強化等の必要性を提言した。

①氏名／派遣元　②ポリシー・ペーパー（修士論文）タイトル　③概要
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ヘルスケア、
ネクストステージヘ
　世界保健機関（WHO）や国連の定義によると、高齢化率（総人口に対して65歳以上の高齢者人口が占める割

合）が21％を超えた社会は「超高齢社会」となる。日本は2007年に21.5％となり、超高齢社会に入った。内閣府の調

査では、2015年10月時点の65歳以上の高齢者人口は、過去最高の3392万人。高齢化率は26.7％。今後、2060年

には39.9％に達し、国民の2.5人に1人が65歳以上、4人に1人が75歳以上という社会が出現すると予測されている。

こうした超高齢社会の進展に備えるための最重要課題の1つが、ヘルスケア（医療・介護）体制の構築と医薬品・

医療機器の開発であり、官民の知恵・資金を総動員して万全の備えをしていく必要がある。今号特集では、日本

社会の近未来に直結する、このヘルスケア体制構築の現状や課題、新たな動きについて紹介する。
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Bas i c  exp l ana t i on

基本解説

①
ま
い・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
日
常
生
活
の
場
で

一
体
的
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
は
、高
齢

者
の「
住
ま
い
」と
い
う
観
点
も
重
要
で
あ
り
、そ
の
具

体
的
な
対
策
と
し
て「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

（
注
）」の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。政
府
は
、２
０
１
１

年
の
制
度
創
設
後
10
年
間
で
60
万
戸
の
整
備
を
目
標
と

し
て
お
り
、２
０
１
６
年
11
月
末
現
在
、約
20
万
９
０
０
０

戸
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。た
だ
し
、ま
だ
新
し
い
枠
組
み
で

も
あ
る
た
め
、そ
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
先
行
す
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
、質
の
向

上
に
向
け
た
成
功
事
例
を
積
み
上
げ
て
い
る
段
階
だ
。

　

一
方
、医
療
機
関
自
身
も
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
適
切

な
対
応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、そ
の
中
で
、医
療
の
質

の
向
上
と
共
に
、各
種
連
携
も
含
め
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重

要
性
も
従
来
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
。

　

以
上
の
観
点
に
基
づ
い
て
、今
回
の
特
集（
６
〜
９
頁
）

で
は
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
課
題
に
対
す
る
２
つ
の
企
業
の
取
り

組
み
事
例
を
紹
介
す
る
。ま
ず
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
不
可
欠
な
高
齢
者
の「
住
ま
い
」を
テ
ー
マ
に
、

（
株
）学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
医
療
福
祉
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
聞
く
。次
に
、民
間
病
院
も
赤
字
に
な
る
期
も

あ
る
厳
し
い
環
境
下
の「
医
療
機
関
の
経
営
」を
テ
ー
マ
に
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）に
、医
療
機

関
の
経
営
改
革
に
つ
い
て
聞
く
。

（
注
）サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅 : 

２
０
１
１
年「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定

確
保
に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
。居
室
の
床
面
積
が
25
㎡

以
上（
共
同
利
用
の
居
間
・
食
堂
・
台
所
等
が
十
分
な
面
積
を
有
す
る
場
合
は
18
㎡

以
上
）で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
な
ど
が
要
件
と
さ
れ
る
高
齢
者
向
け
の
住
宅
。60
歳

以
上
で
あ
れ
ば
要
介
護
度
に
か
か
わ
ら
ず
入
居
が
可
能
。入
居
一
時
金
は
不
要
で
、

原
則
、賃
貸
借
契
約
と
な
る
。ヘ
ル
パ
ー
資
格
保
持
者
が
日
中
常
駐
し
、入
居
者
の

安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
、生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

　

急
速
に
超
高
齢
化
が
進
む
日
本
。今
後
も
高
齢
化
率
の

上
昇
傾
向
が
続
く
と
予
測
さ
れ
る
中
、ヘ
ル
ス
ケ
ア（
医
療
・

介
護
）を
め
ぐ
る
環
境
は
、め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
見
せ
て

い
る
。増
大
す
る
社
会
保
障
費
を
、こ
れ
ま
で
通
り
負
担
し

続
け
る
こ
と
は
財
政
的
に
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、わ
が

国
で
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る「
２
０
２
５

年
」や
そ
の
先
を
想
定
し
、医
療
機
関
同
士
の
機
能
分
担
や

医
療
と
介
護
の
連
携
の
模
索
な
ど
、地
域
に
お
け
る
ヘ
ル
ス

ケ
ア
体
制
の
再
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
題
は
増
え
続
け
る
国
民
医
療
費（
図
表
１
）だ
。財

政
的
な
側
面
で
は
、そ
の
抑
制
が
１
つ
の
課
題
で
あ
り
、同

様
の
こ
と
は
介
護
費
に
つ
い
て
も
言
え
る
。社
会
保
障
国

民
会
議
の
２
０
２
５
年
度
医
療
介
護
費
用
の
財
政
試
算
で

は
、医
療
費
が
66
〜
70
兆
円（
２
０
１
４
年
度
40
・８
兆
円
）

に
、介
護
費
が
19
〜
24
兆
円（
同
９・５
兆
円
）に
な
る
と
予

想
し
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
方
法
論
と
し
て
は
、い
わ
ゆ
る

「
２
０
２
５
年
モ
デ
ル
」の
構
築
や「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」の
推
進
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
２
０
２
５
年

モ
デ
ル
」と
は
、団
塊
の
世
代（
１
９
４
７
〜
１
９
４
９
年

生
ま
れ
）が
全
員
75
歳
以
上
の「
後
期
高
齢
者
」と
な
る

２
０
２
５
年
を
１
つ
の
ピ
ー
ク
と
し
て
、そ
の
際
の
最
適
な

病
院
機
能
の
構
成
を
考
え
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。具
体

的
に
は
、各
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
機
能
を
推
進
す
る「
地
域
医
療
構
想
」を
２
０
１
６
年

度
中
に
策
定
し
、そ
の
地
域
で
の
医
療
需
要
の
予
測
を
見

極
め
た
上
で
、そ
れ
ら
を
具
体
的
な
医
療
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
医
療
構
想
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
役
割
分
担
の

強
化
だ
。後
期
高
齢
者
が
増
え
る
と
、一
般
病
床（
高
度

急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
等
）と
療
養
病
床
の
バ
ラ
ン
ス
や

介
護
施
設
等
の
数
が
現
状
の
ま
ま
で
は
対
応
で
き
な
く
な

る
た
め
、病
床
数
や
介
護
施
設
の
入
所
者
数
等
を
機
能
に

合
わ
せ
て
変
更
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。高
度
な
急

性
期
医
療
を
担
う
病
院
を
あ
る
程
度
集
約
し
つ
つ
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
現
在
不
足
し
て
い
る
機
能
を
充
実
さ

せ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
大
き
な
流
れ
で
あ
る
。

　

同
時
に
、「
２
０
２
５
年
モ
デ
ル
」を
実
現
す
る
上
で
は

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム（
図
表
２
）」と
い
う
概
念
を

よ
り
浸
透
さ
せ
、在
宅
で
の
医
療
・
介
護
の
役
割
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（Q

uality of life
）の
観
点
か
ら

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、厚

生
労
働
省
が
２
０
２
５
年
を
目
途
に
そ
の
構
築
を
推
進
し

て
い
る
も
の
で
、高
齢
者
が
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、住

（出典）厚生労働省「平成26年度 国民医療費の概況」
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■ 図表1 国民医療費の推移

介護医療

住まい

●急性期病院
●亜急性期・回復期
　リハビリ病院

■在宅系サービス
　●訪問介護
　●訪問看護
　●通所介護
　●小規模多機能型居宅介護
　●短期入所生活介護
　●24時間対応の訪問サービス
　●複合型サービス
　　（小規模多機能型居宅介護＋
　 　 訪問介護） 等
■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
　●介護老人福祉施設
　●介護老人保健施設
　●認知症共同生活介護
　●特定施設入所者生活介護 等

日常の医療：
　●かかりつけ医
　●地域の連携病院

●自宅
●サービス付き
　高齢者向け住宅 等

●地域包括支援
　センター
●ケアマネジャー

生活支援・介護予防

●老人クラブ
●自治会
●ボランティア
●NPO 等

※地域包括ケアシステムは、概ね30分以内に必要な
サービスが提供される日常生活圏域（具体的には中学
校区）を単位として想定

通院
・

入院

通所
・

入所

（出典）厚生労働省HPより加工

■ 図表2 地域包括ケアシステム

地
域
ヘ
ル
ス
ケ
ア
体
制
の
再
構
築
を
急
げ

　

̶

医
療・介
護・住
ま
い
の
今
後
の
方
向
性
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こ
う
し
た
中
で（
株
）日
本
政
策
投
資
銀

行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）は
２
０
１
５
年
５
月
、学
研
グ

ル
ー
プ
、一
般
社
団
法
人
環
境
不
動
産
普

及
促
進
機
構（
R
e-

S
e
e
d
）、（
株
）玄
海

キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
G
C
M
）等
と

と
も
に
、サ
高
住
を
、環
境
性
能
を
有
す
る

良
質
な
不
動
産
と
し
て
長
期
・
安
定
的
に

保
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
私
募
フ
ァ
ン

ド「
コ
コ
フ
ァ
ン
ド
」を
組
成
。そ
の
第
１
号

案
件
と
し
て
大
阪
市
所
在
の
サ
高
住
２
物

件
に
、ま
た
、２
０
１
６
年
12
月
に
は
そ
の
第

２
号
案
件
と
し
て
、千
葉
県
柏
市
お
よ
び
東

京
都
立
川
市
所
在
の
サ
高
住
２
物
件
に
そ

れ
ぞ
れ
投
資
を
行
い
、不
動
産
流
動
化
を

実
施
し
た
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、高
齢
者
施
設・住
宅

の
整
備
促
進
が
社
会
的
に
要
請
さ
れ
る
中
、

信
頼
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
基
づ
く
良

質
な
高
齢
者
住
宅
の
整
備
を
図
る
観
点
か

ら
、出
資
と
い
う
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
を
当

フ
ァ
ン
ド
に
対
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、千
葉
県
柏
市
の「
コ
コ
フ
ァ
ン

柏
豊
四
季
台
」は
、政
府
が
推
進
す
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
、介
護・医

療・住
ま
い・地
域
支
援・多
世
代
交
流
機
能

を
備
え
た
複
合
拠
点
の
代
表
事
例
だ
。宮

原
氏
は「
政
府
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

サ
高
住
の
事
業
は
、従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
参
画
す

る
フ
ァ
ン
ド
で
あ
れ
ば
、会
社
と
し
て
も
安

心
で
き
る
」と
し
た
上
で
、コ
コ
フ
ァ
ン
ド
を

次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
「
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
た
当
時
は
、営
業

利
益
率
が
上
が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、有
利
子

負
債
が
増
加
す
る
な
か
で
収
益
構
造
が
ど

こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
と
考
え
て
い
た
時
期

だ
っ
た
の
で
、本
当
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
流

動
化
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。今
後
も
年
間

２
棟
く
ら
い
は
自
社
保
有
の
大
型
物
件
を

開
発
し
て
い
き
た
い
で
す
が
、Ｍ
＆
Ａ
案
件

も
含
め
て
コ
コ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
投
資
で
オ
フ

バ
ラ
ン
ス
化
す
る
事
を
前
提
に
事
業
計
画
に

組
み
込
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

現
在
、１
都
１
府
８
県
に
１
０
３
拠
点
を

展
開
す
る
同
社
は
、今
後
も
年
間
10
〜
15

拠
点
の
拡
大
ペ
ー
ス
で
サ
高
住
の
全
国
展

開
を
進
め
て
い
く
計
画
だ
。「
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な
り
き
る
２
０
２
５
年

に
、日
本
の
全
世
帯
数
の
約
15
％
に
当
た
る

７
５
０
万
世
帯
が
後
期
高
齢
者
の
単
身
お

よ
び
夫
婦
の
み
世
帯
と
な
り
、そ
こ
か
ら
需

要
が
下
降
す
る
わ
け
で
は
な
く
高
齢
化
率

は
横
ば
い
状
態
が
続
く
の
で
、サ
高
住
へ
の

ニ
ー
ズ
も
引
き
続
き
高
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、サ
高
住
は
他
の
介
護
施
設
に
比

べ
医
療・介
護
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
事
業
モ

デ
ル
で
す
。増
大
す
る
社
会
保
障
費
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
サ
高
住

は
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
」（
宮
原
氏
）

　

学
研
グ
ル
ー
プ
は
、医
療
福
祉
事
業

の
海
外
展
開
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
１
６
年
11
月
、香
港
大
手
財
閥
で
あ
る

N
ew
 W
orld 　D

evelopm
ent Com

pany 

Lim
ited

グ
ル
ー
プ（
新
世
界
発
展
グ
ル
ー

プ 

注
）の
周
大
福
慈
善
基
金
と
協
業
を

開
始
。学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
が
同
基
金
傘
下
の

C
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E
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R
V
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E
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O
M
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N
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LIM
IT
ED

（
嘉
頤
護
理
有
限
公
司
）と
の
間

で
、香
港
島
に
あ
る
高
齢
者
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を

締
結
し
た
。目
指
す
の
は
、学
研
グ
ル
ー
プ
が

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
、今
後
の
香
港

に
お
け
る
高
齢
者
施
設
の
新
た
な
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
作
り
だ
。学
研
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
を
皮

切
り
に
、中
国・東
南
ア
ジ
ア
で
の
医
療
福
祉

事
業
を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

　

学
研
グ
ル
ー
プ
は
、医
療
福
祉
事
業
の
ス

タ
ー
ト
時
か
ら
入
居
一
時
金
を
取
ら
な
い

賃
貸
借
形
式
の
高
齢
者
住
宅
を
運
営
し
て

お
り
、政
府
も
サ
高
住
の
制
度
設
計
の
中
で

学
研
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
参
考

と
す
る
な
ど
、サ
高
住
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な

存
在
だ
。そ
の
学
研
グ
ル
ー
プ
が
高
齢
者
住

宅
事
業
へ
進
出
し
た
の
は
、主
力
の
教
育
事

業
に
続
く
新
事
業
開
拓
の
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
。

　
「
戦
後
、こ
の
国
の
復
興
は
教
育
を
お
い

て
他
に
な
い
と
の
信
念
で
１
９
４
６
年
に
学

習
雑
誌
を
出
し
て
創
業
し
て
以
来
、当
社
グ

ル
ー
プ
は
約
40
年
間
順
調
に
成
長
し
て
き

た
の
で
す
が
、や
が
て
学
習
雑
誌
市
場
が
縮

小
し
、成
長
が
鈍
る
中
、新
規
事
業
と
し
て

始
め
た
の
が
高
齢
者
福
祉
事
業
で
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
、（
株
）学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
宮
原
博
昭
氏

だ
。宮
原
氏
に
よ
る
と
、家
庭
へ
の
訪
問
販

売
を
重
ね
る
中
で
、核
家
族
化
の
下
、高
齢

者
に
共
通
す
る
悩
み
が
住
ま
い
に
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。当
時
の
高
齢

者
住
宅
や
介
護
施
設
は
超
高
額
な
有
料
老

人
ホ
ー
ム
か
、安
価
だ
が
待
機
者
が
定
員
の

倍
以
上
い
る
公
的
施
設
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
学
研
グ
ル
ー
プ
は
、日
本
の
大
多
数

を
占
め
る
ミ
ド
ル
層
世
帯
の
高
齢
者
が
安

心
・
安
全
に
老
後
を
暮
ら
せ
る
住
ま
い
と

環
境
を
作
り
上
げ
よ
う
と
、２
０
０
４
年
に

（
株
）学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
を
立
ち
上
げ
、高
齢

者
福
祉
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
だ
。

　

だ
が
、完
全
黒
字
化
ま
で
に
は
約
10
年

を
要
し
た
と
い
う
。「
も
っ
と
も
厳
し
か
っ
た

の
は
、投
資
負
担
が
大
き
い
最
初
の
４
年

間
。グ
ル
ー
プ
全
体
も
苦
し
い
中
で
本
事
業

の
赤
字
も
増
え
て
い
き
、グ
ル
ー
プ
全
体
の

経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
し
た
。５
年
目
以
降

も
、グ
ル
ー
プ
全
体
は
黒
字
で
も
本
事
業
は

赤
字
と
い
う
中
で
、新
た
な
施
設
を
年
間

10
〜
15
棟
建
て
続
け
ま
し
た
。そ
の
過
程

で
は
、投
資
規
模
の
縮
小
や
賃
料
の
値
上
げ

な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、事
業
会
社
の
経
営
者
は

『
教
育
も
福
祉
も
同
じ
。こ
の
モ
デ
ル
で
な

け
れ
ば
日
本
の
た
め
に
な
ら
な
い
』と
し
て
、

頑
と
し
て
受
け
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

結
果
、コ
コ
フ
ァ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
世
の
中
の
多

く
の
皆
様
に
ご
好
評
い
た
だ
き
、拠
点
数
が

増
え
る
に
し
た
が
っ
て
事
業
も
安
定
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
」

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
普
及
・
拡
大
を
通
じ

高
齢
社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

株式会社 学研ホールディングス
代表取締役社長

宮原 博昭氏 株
式
会
社 

学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

（
東
京
都
品
川
区
）

　

学
研
グ
ル
ー
プ
は
２
０
０
４
年
よ
り
高
齢
者
福
祉
事
業
を
展
開
し
、子
会
社
の（
株
）学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
が「
コ
コ
フ
ァ
ン
シ
リ
ー
ズ
」と
し
て
、サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅（
サ
高
住
、５
頁
参
照
）等
の
運
営
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。コ
コ
フ
ァ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
、サ
高
住
の
先
駆
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
、す
で
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
供
給
室
数
と
豊
富
な
運
営
実
績
を
有
し
て
い
る
。学
研
グ
ル
ー
プ
は
医
療
福
祉

事
業
を
将
来
の
事
業
の
柱
と
位
置
づ
け
て
、急
速
に
進
む
高
齢
社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

「
こ
の
モ
デ
ル
で
な
け
れ
ば

日
本
の
た
め
に
な
ら
な
い
」

サ
高
住
を
保
有
す
る

私
募
フ
ァ
ン
ド
を
組
成

高
齢
者
福
祉
事
業
の

海
外
展
開
を
開
始

ココファン柏豊四季台

（注）新世界発展グループ : 香港に磐石な地盤を持つ「周大福」を含むグループ会社で、不動産事業を中心にインフラ建設、デパート、ホテル経営など多角的な事業を営む。

（レンダー）
金融機関

借入金
信託
受益権

出資

ココファンド２

（投資家）
Re-Seed機構
GCM
DBJ

学研グループ
東銀リース

（オペレーター）
学研グループ

（受託者）
信託銀行

（AM）
GCM

融資

出資

受益権売却

不動産賃貸信託契約

アセット
マネジメント

■ ココファンドのスキーム図

高齢者福祉事業
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三
位
一
体（
ト
リ
ニ
テ
ィ
）の
協
力
体
制
で

〝
地
域
で
選
ば
れ
る
病
院・介
護
事
業
〞の
実
現
を
目
指
す

ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社 

（
東
京
都
港
区
）

　

急
速
な
高
齢
社
会
化
に
伴
い
、健
康・医
療
産
業
の
育
成
と
事
業
基
盤
強
化
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）（
Ｈ
Ｍ
Ｐ

社
）は
、医
療
・
介
護
に
特
化
し
た
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
営
を
通
じ
て
地
域
の
医
療
体
制
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
。２
０
１
６
年
11
月
に
は
、三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー
ス

（
株
）（
M
U
L
）と（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）の
出
資
を
受
け
て
、「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
２
号
フ
ァ
ン
ド
」を
組
成
し
た
。病
院・介
護
施
設
運
営
者
、

地
域
金
融
機
関
等
の
取
引
先
、フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
三
位
一
体（
ト
リ
ニ
テ
ィ
）の
協
力
体
制
で
、〝
地
域
で
選
ば
れ
る
病
院・介
護
事
業
〞の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

山
氏
は
強
調
す
る
。「
病
院
の
新
築
の
場

合
、当
初
予
算
50
億
円
が
最
終
的
に
60
〜

70
億
円
に
膨
ら
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
い
わ
ば
、発
注
者
、設
計
会
社
、ゼ
ネ
コ

ン
な
ど
作
る
側
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
か
ら
で
、

当
社
が
関
与
す
る
こ
と
で
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
、費
用
の
適
正

化
が
図
れ
ま
す
。こ
う
し
た
開
発
型
ス
キ
ー

ム
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
取
る
た
め
に
は
高

度
な
分
析
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
り
、

現
状
で
開
発
型
を
実
行
で
き
る
事
業
者
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
」　

　

２
号
フ
ァ
ン
ド
に
は
、す
で
に
多
く
の
引

き
合
い
が
来
て
お
り
、現
在
、２
０
１
７
年
春

の
初
の
投
資
案
件
決
定
を
目
指
し
て
調
整

を
進
め
て
い
る
段
階
だ
と
い
う
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、Ｈ
Ｍ
Ｐ
社
へ
の
出
資
や
、２
つ

の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
の
組
成

な
ど
を
通
じ
て
、高
齢
化
の
下
で
需
要
が
拡

大
す
る
医
療
・
介
護
産
業
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

を
供
給
し
、市
場
の
成
長
に
貢
献
し
て
い

る
。そ
う
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
し
て
、村
山
氏
は

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
お
互
い
の
共
通
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
認
識
し
て
お
り
、い
い
協
働
が
で
き

る
」と
強
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。今
後
も

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
強
固
な
信
頼
関
係
を
維
持
し

な
が
ら
、こ
の
国
の
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の

維
持
に
貢
献
し
て
い
く
覚
悟
だ
。「
大
事
な

の
は
、本
当
に
地
域
医
療
の
将
来
や
高
齢
化

の
下
で
の
地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
方
を
考

え
る
こ
と
の
で
き
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、資
金

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
。さ
も
な

い
と
地
方
は
疲
弊
す
る
ば
か
り
。志
の
あ
る

事
業
家
、投
資
家
、金
融
機
関
が
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
市
場
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
」

　

Ｈ
Ｍ
Ｐ
社
に
は
８
項
目
か
ら
な
る「
役
職

員
行
動
規
範
」が
あ
る
。す
べ
て
、こ
の
事
業

の
永
続
性
と
価
値
を
維
持
し
続
け
る
た
め

に
村
山
氏
が
定
め
た
も
の
だ
。そ
の
中
の
１

つ
に「
相
手
の
立
場
で
考
え
る
」と
題
さ
れ

た
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

　
「
相
手
に
と
っ
て
価
値
の
な
い
仕
事
は
、

評
価
も
理
解
も
さ
れ
な
い
。私
た
ち
が
常

に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ば
れ
、質
の
高
い

仕
事
を
提
供
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、正
に
相
手
の
価
値
基
準
を
理
解
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、常
に
相

手
の
立
場
で
考
え
、相
手
の
考
え
て
い
る
本

質
を
掴
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」　

　

相
手
の
考
え
て
い
る
本
質
を
つ
か
む
か
ら

こ
そ
、Ｈ
Ｍ
Ｐ
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
本
物
と
な

り
、社
会
に
定
着
し
て
い
く
。そ
の
揺
る
ぎ

な
い
確
信
こ
そ
村
山
氏
の
原
動
力
な
の
に

違
い
な
い
。

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
業
務
お
よ
び
医
療
機
関
等
へ
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
う
Ｈ
Ｍ
Ｐ
社
は
、

三
菱
商
事（
株
）と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
出
資
に
よ
り

２
０
０
７
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
。代
表

取
締
役
社
長
の
村
山
浩
氏
は
、も
と
も
と

三
菱
商
事（
株
）で
投
資
フ
ァ
ン
ド
業
務
に

携
わ
り
、２
０
０
０
年
に
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
し
て
医
療
・
介
護
の
総
合
経
営
支
援
会

社
を
立
ち
上
げ
、病
院
向
け
の
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
業
務
を
７
年

間
続
け
た
後
の
起
業
で
あ
っ
た
。７
年
間
で

行
っ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
二
百
数
十
件
、

２
０
０
２
年
に
は
北
海
道
帯
広
市
の
病
院

に
対
し
て
日
本
初
の
不
動
産
流
動
化
案
件

を
実
行
し
た
。そ
う
し
た
実
績
が
、病
院

経
営
者
や
金
融
機
関
に
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
中
で
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
の
設
立

を
検
討
し
て
いっ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、２
０
０
７
年
２
月
に
Ｈ
Ｍ
Ｐ
社

を
立
ち
上
げ
、三
菱
商
事（
株
）と
Ｄ
Ｂ
Ｊ

が
、医
療
機
関
や
介
護
事
業
者
の
経
営
支

援
・
事
業
再
生
を
目
的
と
し
て
共
同
で
設

立
し
た「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド

（
総
額
２
０
０
億
円
）」の
運
用
を
開
始
。

主
に
２
つ
の
ス
キ
ー
ム
を
提
供
し
た
。１
つ
目

は
病
院
や
介
護
施
設
運
営
者
が
所
有
す
る

不
動
産
を
流
動
化
し
、財
務
体
質
の
改
善

を
実
現
す
る
。２
つ
目
は
金
融
機
関
か
ら
病

院
や
介
護
施
設
運
営
者
向
け
の
貸
付
債
権

を
買
い
取
り
、債
権
者
と
し
て
そ
れ
ら
の
施

設
の
経
営
改
革
を
支
援
す
る
。い
ず
れ
も

節
税
や
債
務
支
払
減
額
に
よ
っ
て
資
金
繰

り
の
改
善
を
実
現
し
、出
口
で
リ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
す
る
仕
組
み
だ
。

　
「
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
投
融
資
実
績
は
８
病

院
９
件
。投
融
資
し
た
す
べ
て
の
病
院
が
、

す
で
に
再
生
ス
テ
ー
ジ
か
ら
脱
し
て
エ
グ

ジ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。フ
ァ
ン
ド
な
の
で
リ

タ
ー
ン
が
問
わ
れ
ま
す
が
、Ｉ
Ｒ
Ｒ（
内
部

収
益
率
）平
均
も
好
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

と
村
山
氏
は
自
信
を
示
す
。

　

２
０
１
６
年
11
月
に
は
、M
U
L
と
Ｄ
Ｂ
Ｊ

に
よ
り
新
た
な「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
２

号
フ
ァ
ン
ド（
総
額
２
５
０
億
円
）」が
組
成

さ
れ
、Ｈ
Ｍ
Ｐ
社
が
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

２
号
フ
ァ
ン
ド
は
、医
療
・
介
護
分
野
に
特

化
し
た
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
国
内
最

大
規
模
だ
。

　

２
つ
の
フ
ァ
ン
ド
の
違
い
に
つ
い
て
、村
山
氏

は「
１
号
の
特
徴
が
再
生
型
だ
っ
た
と
す
れ

ば
２
号
の
特
徴
は
開
発
型
」と
言
う
。「
１

号
は
病
院
の
経
営
が
赤
字
に
な
り
資
金
繰

り
に
窮
す
る
と
い
う
時
に
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

手
法
と
経
営
改
善
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
込
ん

で
い
っ
た
。一
方
、２
号
は
安
定
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
病
院
に
も
資
金
を
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、不
動
産
流
動
化
の
中
で

も
開
発
型
の
ス
キ
ー
ム
が
提
供
で
き
る
。つ

ま
り
、そ
れ
ま
で
の
病
院
経
営
の
実
績
が
あ

れ
ば
新
規
建
設
の
施
設
で
も
対
象
に
で
き

る
の
で
す
」

　

病
院
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、今
後
、

建
替
需
要
が
増
え
る
中
で
、開
発
型
は
コ
ス

ト
削
減
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
村

ヘルスケアマネジメントパートナーズ株式会社
代表取締役社長

村山 浩氏

DBJMUL

介護事業者等医療機関等

DBJ

MUL

（有限責任組合員）

（無限責任組合員）
ヘルスケアマネジメント
パートナーズ（株）

トリニティヘルスケアⅡ
投資事業有限責任組合

LP出資

GP出資

出資34％

※2016年10月に
　三菱商事（株）から
　株式取得

出資66％※
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本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）で

は
、２
０
１
４
年
９
月
に
実
施
し

た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド・エ

マ
ー
ジ
ェ
ン
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
Ⅱ
へ

の
出
資
と
と
も
に
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

へ
の
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
や
日
本
の
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
と
同
時
に
、幾
つ
か
の
レ
ポ
ー
ト
を
発

表
し
、現
時
点
で
は
日
本
企
業
の「
事
業
開

発
力
の
強
化
」に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
医
療
機
器
開
発
に

関
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、概
ね
下

図
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。一
方
、日
本

で
は
こ
う
し
た
役
割
分
担
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ず
、「
自
社
開
発
」が
大
宗
を
占
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で

は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分
を
あ
る
程
度
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
委
ね
、取
捨
選
択
の
上
、自

身
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
え
、自
社
の
販
売
力

な
ど
の
中
で
新
た
な
製
品
を
世
界
に
広
め

て
い
く
」と
い
う
行
為
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
る

と
日
常
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。下
図
の
黄
色
い

ボ
ッ
ク
ス
で
示
さ
れ
る「
中
堅
・
大
手
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
」が
事
業
を
見
極
め
、買
収
な

ど
を
中
長
期
ス
パ
ン
で
実
施
し
て
い
く
こ
と

も「
事
業
開
発
」の
１
つ
の
方
法
論
で
あ
る
。

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
型
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
そ
の

ま
ま
日
本
に
持
っ
て
く
る
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
い
が
、次
項
以
降
で
述
べ
ら
れ
る
日

米
の
連
携
強
化
や
人
材
開
発
強
化
な
ど
の

動
き
と
も
連
動
し
つ
つ
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
日
本
企

業
の
国
内
外
で
の「
事
業
開
発
力
の
強
化
」

を
、投
融
資
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

来
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
医
療
・

介
護
分
野
で
も
、前
頁
ま
で
で
取

り
上
げ
て
き
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
組
成

な
ど
に
加
え
、各
年
の
医
療
経
営
デ
ー
タ
集

の
発
刊
や
設
備
投
資
へ
の
融
資
な
ど
、過
去

10
年
以
上
に
わ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
支

援
に
注
力
し
て
き
た
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、今
後
、医

療
・
介
護
分
野
お
よ
び
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
双
方
の
知
見・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
融
合
さ
せ

つ
つ
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
全
体
で
の
投
融
資
・サ

ポ
ー
ト
を
強
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

日シ

従

アイデア プロトタイプ 動物実験 臨床試験準備 臨床試験 FDA認証 ビジネス構築・販売

インキュベーター

アドバイザー

コーポレートベンチャーキャピタル

中堅・大手医療機器メーカー
（買収者）

エンジェル

アーリーステージ ミドルステージ レイターステージ
ベンチャーキャピタル

ベンチャー企業
起業家/
エンジニア

大学

医療
機関

研究
機関

ヘルスケア分野への
日本政策投資銀行の取り組み

C o l u m n

期
待
さ
れ
る
医
療
機
器
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

̶

医
療
機
器
開
発
の
今
後
の
方
向
性

基本解説

②

Basic  exp l ana t i on

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
概
念
に
は
、「
医
療
・
介
護
」そ
の
も
の
と
同

時
に
、医
療
機
器
や
製
薬
な
ど
医
療
現
場
で
活
用
さ
れ
る

製
品
な
ど
の
分
野
も
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
分
野
は
外
資
系
企
業
が
非
常
に
強
い
分
野
で
も
あ

り
、輸
入
超
過
と
い
う
側
面
が
喧
伝
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。た

と
え
ば
、医
療
機
器
の
貿
易
収
支
は
一
貫
し
て
輸
入
超
過

（
赤
字
）で
あ
り
、２
０
１
４
年
で
は
輸
出
額
約
５
７
０
０
億

円
に
対
し
て
、輸
入
額
は
約
１
兆
４
０
０
０
億
円
。国
内
市

場
規
模
に
占
め
る
輸
入
額
の
比
率
は
概
ね
40
％
台
後
半
で

推
移
し
て
お
り（
図
表
）、日
本
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
医

療
機
器
は
そ
の
半
数
近
く
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。 

　

だ
が
、近
年
で
は
医
療
機
器
や
製
薬
の
認
証
に
関
す
る

許
認
可
も
非
常
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、ま
た
２
０
１
５
年
４
月
に
は
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本

医
療
研
究
開
発
機
構（
注
）が
設
立
さ
れ
、研
究
開
発
に
関

す
る
国
家
的
な
意
味
で
の
司
令
塔
機
能
が
生
ま
れ
る
な
ど

大
き
な
動
き
も
見
ら
れ
る
。そ
う
し
た
中
で
、再
生
医
療
や

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、日
本
が
独
自
の
存
在
感
を
担
う
分
野

も
現
れ
始
め
て
い
る
。

　

今
回
の
特
集（
12
〜
15
頁
）で
は
、そ
う
し
た
大
き
な
流

れ
の
中
で
の
医
療
機
器
分
野
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
に
着
目
し
、

「
医
療
機
器
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、そ
の

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
２
人
の
専
門
家
に
話
を
伺
っ

た
。こ
こ
数
年
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
先
進
地
で
あ
る
米
国
、さ
ら

に
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
動
き
を
日
本
と
繋
ぎ
、も
し
く
は

人
材
育
成
に
直
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
が
、２
人
は
そ
の
取
り
組
み
を
先
導
し
て
い
る
。

　

ま
ず
１
人
目
は
、２
０
１
４
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
日
米
医

療
機
器
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「U

S-Japan M
edT
ech Frontiers

」で
チ
ェア
マ
ン
を

務
め
るJack M

oorm
an

氏
だ
。同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
２
０
１
４

年
以
降
、毎
年
、米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
エ
リ
ア
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
を
日
本
に
招
き
、パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
催
す
と
共
に
、日
米
企
業
の
橋
渡

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

２
人
目
は
、医
療
機
器
開
発
の
人
材
育
成
と
い
う
意

味
で
世
界
有
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
るStanford B

io-

design

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
で
あ
り
、２
０
１
５
年

に
そ
の
日
本
版
と
し
て
開
始
さ
れ
た「
ジ
ャ
パ
ン・バ
イ
オ
デ

ザ
イ
ン
」プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
的
人
物
で
あ
る
池
野
文
昭
氏

だ
。当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
る

こ
と
か
ら
製
品
開
発
を
始
め
る
こ
と
な
ど
が
重
要
な
コ
ン
セ

プ
ト
だ
が
、従
来
型
の
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
と
は
異
な
る
部
分

も
多
々
あ
る
た
め
、ま
さ
に
人
材
育
成
を
一
か
ら
始
め
、将

来
世
代
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の
エ
リ
ア
は
、

Ｉ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
医
療
機
器
や
製
薬
な
ど
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
分
野
も
非
常
に
盛
ん
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、オ
ー
プ
ン
な

環
境
の
中
で
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
て
き

て
い
る
。そ
の
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、日
本
独
自
の
形
で
如
何
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
か
は
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
り
、ま
さ
に
今
、そ
の
端
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
注
）国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構 : 

医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
お

け
る
基
礎
的
段
階
か
ら
実
用
化
段
階
ま
で
の
一
貫
し
た
研
究
開
発
の
推
進
等
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、２
０
１
５
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
。

文
部
科
学
省
、厚
生
労
働
省
、経
済
産
業
省
と
と
も
に
内
閣
府
が
所
管
し
て
い
る
。

15,000
（億円）

60％
48％

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

49％ 48％ 49％ 49％
46％ 44％ 46％

10,000 40％

5,000 20％

0 0％

▲5,000 -20％

▲10,000 -40％

（注）輸入比率＝輸入額÷（国内生産額ー輸出額＋輸入額）
出典：厚生労働省「薬事工業生産動態統計調査」（平成17年～26年）を基に作成

49％ 49％49％ 49％

輸入額（左目盛り） 輸出額（左目盛り） 輸入比率（右目盛り）

■ 医療機器の輸出入推移
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1969年にイリノイ大学（セラミックエンジニアリング）を卒業

後、半導体関連の事業に従事（1974～1980年はインテル

に所属）。スタンフォード経営大学院経営工学修士（Sloan 

Fellow）修了後、80年頃よりスタートアップの起業を開始。

90年代前半からは医療機器分野に注力しており、シリアル・

アントレプレナーとして数多くの起業に関わる。2013年に

NPOとしてUS-Japan MedTech Frontiers（USJMF）を

設立、Chairmanに就任。2014年仙台開催の「日本-シリコ

ンバレー 医療機器イノベーションのためのエコシステム会

議」以降、大阪、広島および東京にて会議主催などを実施

してきた。2017年4月より大阪大学大学院医学系研究科

招へい教員にも着任。

P r o f i l e

US-Japan MedTech Frontiers（USJMF）
Chairman

Jack Moorman氏

̶
U
S
-Japan m

edical device 

inno
vatio

n F
o
rum

（
日
米
医
療
機
器

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
）の
成
り
立

ち
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

私
は
以
前
か
ら
日
本
の
こ
と
を
学
ぶ
の

が
好
き
だ
っ
た
。半
導
体
の
テ
ス
タ
ー
を
扱

う
会
社
で
日
本
の
会
社
と
の
繋
が
り
が
で

き
た
が
、１
９
９
０
年
代
、２
０
０
０
年
代

は
直
接
的
に
は
日
本
と
の
繋
が
り
は
な
か
っ

た
。た
だ
、そ
の
期
間
に
現
在U

S-Japan 

M
edT

ech F
rontiers

で
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
運
営
す
る
面
々
と
ゆ
っ
く
り
と
繋
が
り
が

で
き
て
いっ
た
。

　

転
機
は
２
０
１
３
年
だ
。安
倍
首
相
が
医

療
機
器
産
業
に
よ
っ
て
日
本
の
再
興
を
支
え

た
い
と
い
う
演
説
を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー（
Ｓ
Ｖ
）

で
行
っ
た
。そ
れ
を
受
け「
日
本
で
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
お
う
」と
い
う
流
れ
が
で
き
て
き

た
。メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、日
本
の
シ
ニ
ア・エ
グ
ゼ

グ
テ
ィ
ブ
と
Ｓ
Ｖ
を
繋
ぐ
こ
と
。Ｓ
Ｖ
と
いっ
て

も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
よ
り
、イ
ン
キ
ュベ
ー

タ
ー
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル（
Ｖ
Ｃ
）と
の

マッ
チ
ン
グ
を
志
向
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

F
orum

の
１
回
目（
２
０
１
４
年
）の
開
催

地
は
仙
台
だ
っ
た
。仙
台
に
は
震
災
復
興
と

い
う
テ
ー
マ
も
あ
る
。東
北
大
学
側
の
尽
力

も
あ
り
、多
く
の
米
国
Ｖ
Ｃ
な
ど
が
東
北
大

学
萩
ホ
ー
ル
に
集
結
す
る
に
至
っ
た
。会
合
自

体
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
か
ビ
ジ
ネ
ス
寄
り

か
、と
い
う
議
論
も
途
中
で
は
あ
っ
た
。し
か

し
、エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
話
を
す
る
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
要
素
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、「
大
学
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
寄
り
に
し
、補
完
の
た
め
に
東
京

で
も
開
催
、ビ
ジ
ネ
ス
寄
り
に
す
れ
ば
よ
い
」

と
い
う
助
言
を
受
け
た
。幸
い
米
国
大
使
館

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、89
人
の
シ

ニ
ア
層
が
東
京
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
来
て
く
れ

た
。米
国
人
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
感
じ
、

東
北
大
学
も
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
成
功

し
、２
回
目
の
大
阪
開
催
に
繋
が
っ
た
。

　

２
回
目
は
、よ
り
多
く
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。そ
し
て
、３
回
目
の
２
０
１
６
年
、広

島
で
の
開
催
だ
っ
た
が
５
０
０
人
が
集
ま
り
、

湯
崎
県
知
事
が
表
に
立
っ
た
。ま
た
、東
京
で

も
米
国
大
使
館
で
は
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え

る
と
い
う
こ
と
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
開
催
と
な
り
、

２
０
０
人
が
来
場
し
た
。

̶

日
本
企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

一
番
大
き
な
課
題
は
、大
企
業
が
大
き
な

リ
ス
ク
を
取
り
た
が
ら
な
い
こ
と
。成
長
の

た
め
に
は
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
的
に
や
る
か
、破

壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
注
力
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。た
だ
、Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
象

徴
的
案
件
が
出
て
来
て
お
り
、意
義
深
い
と

思
っ
て
い
る
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、ス

テ
ン
ト
、ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
機
器
、除
細

動
器
な
ど
か
ら
最
近
は
Ａ
Ｉ
の
領
域
に
至
る

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
が
あ
り
、如

何
に
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
だ
。

　

も
う
１
つ
重
要
な
こ
と
は
ス
ピ
ー
ド
だ
。日

本
企
業
は
戦
略
策
定
に
時
間
を
か
け
て
前

に
進
む
が
、残
念
な
が
ら
今
の
潮
流
は
長
期

軸
で
の
戦
略
策
定
、ス
テ
ッ
プ・バ
イ・ス
テ
ッ
プ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
況
が
変
わ
れ
ば「
や
る
べ
き

こ
と
」も
変
わ
る
。コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

新
た
な
機
会
を
見
つ
け
る
こ
と
、重
要
事
項

に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
、な
ど
が
肝
要
だ
。

̶

日
本
で
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
は
、逆
に
ス
テ
ッ
プ・バ
イ・

ス
テ
ッ
プ
に
な
る
。医
療
機
器
開
発
は
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
、病
院
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

な
る
法
律
家
、Ｖ
Ｃ
な
ど
す
べ
て
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
必
要
で
あ
り
、イ
ン
フ
ラ
と
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
必
要
な
領
域
だ
。

　

日
本
独
自
と
い
う
意
味
で
は
、中
小
企
業

が
専
門
家
と
し
て
助
け
に
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。な
ぜ
な
ら
、彼
ら
は「
全
体
」を
知
っ
て

い
る
か
ら
だ
。医
療
機
器
の

開
発
で
は
、た
と
え
ば
企
業

内
に
特
別
な
チ
ー
ム
を
作
り
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
作
業
を
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

普
通
の
組
織
で
の
開
発
で
は

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。そ

し
て
、そ
れ
を
や
り
抜
く
に

は
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
と
な
る
。強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
な
い
と
失
敗
へ
の
恐
れ
を

持
っ
て
し
ま
う
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

場
合
、資
金
調
達
の
た
め
に
マ

イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
置
く
。彼
ら

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、た
と
え

ば「
12
ヵ
月
で
動
物
実
験
の

成
果
を
出
す
」と
い
っ
た
も
の

で
、そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
到
達

で
き
な
い
場
合
は
資
金
調
達

で
き
な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
判

断
を
行
う
上
で
も
、開
発
目

標
と
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
設
定

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

̶

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
次
の
展
開
は
。

　

２
０
１
７
年
は
沖
縄
で
の
開
催
を
検
討
し

て
い
る
。他
の
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
近
い
と
い
う

立
地
も
あ
り
、よ
り
注
目
を
受
け
る
も
の
に

し
た
い
。一
方
、東
京
開
催
分
で
は
日
本
企

業
の
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
を
中
心
と
し

た
も
の
を
考
え
て
い
る
。

日本独自の
医療機器エコシステムの

構築を目指せ

日
本
の

シ
ニ
ア・エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
と

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
繋
ぐ

I N T E R V I E W

日
本
企
業
の
課
題
は

リ
ス
ク
テ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
ド
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自治医科大学卒業後、9年間、僻地医療を含む地域医療に

携わり、日本の医療現場の課題、超高齢化地域での医療を

体感する。2001年からスタンフォード大学循環器科での研

究を開始し、以後200社を超える米国医療機器ベンチャーの

研究開発、動物実験、臨床試験等に関与する。ベンチャーの

みならず、医療機器大手も含む同分野での豊富なアドバイ

ザー経験を有し、日米の医療事情に精通する。また、医療

機器における日米規制当局のプロジェクトにも参画し、国

境を超えた医療機器エコシステムの確立に尽力している。

スタンフォード大学では研究と平行し、2014年からStanford 

Biodesign Advisory Facultyとして医療機器分野の起業

家養成講座で教鞭をとっており、日本版Biodesignの設立に

も深く関与。日本にもシリコンバレー型の医療機器エコシス

テムを確立すべく精力的に活動している。

FUMIAK I  IKENO

P r o f i l e

スタンフォード大学循環器科 
主任研究員

池野文昭氏

̶

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の「
バ
イ
オ

デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
連
携
し
た

新
た
な
医
療
機
器
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ジ
ャ
パ
ン・
バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン
」を
日
本
に

導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

　

２
０
１
２
年
に
発
表
さ
れ
た
安
倍
政
権
の

成
長
戦
略
の
中
で
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
活
性
化
が
謳
わ
れ
た
。こ
れ
を
機
に
、

も
の
づ
く
り
の
発
想
や
技
術
を
横
展
開
し
て

医
療
機
器
の
開
発
が
で
き
な
い
か
と
い
う
話

が
多
方
面
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。し
か
し
、技
術
を
医
療
機
器
に
応
用
し

よ
う
と
し
て
も
、な
か
な
か
成
功
し
な
い
。医

療
機
器
開
発
に
お
い
て
は
、ま
ず
医
療
の
現
場

で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
最
初

の
引
き
金
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、そ
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、技
術
を
応
用
し

て
商
品
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ル

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
を
引
っ

張
っ
て
く
る
）の
発
想
が
重
要
だ
か
ら
だ
。

　

米
国
で
は
、頭
が
柔
軟
で
か
つ
志
の
高
い
若

者
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ル
の
発
想
で
医
療
機
器
の

開
発
人
材
に
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
講
座
が

２
０
０
１
年
か
ら
開
設
さ
れ
た
。そ
れ
が
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の「
バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン・プ
ロ

グ
ラ
ム
」だ
。そ
の
内
容
は
、開
発
者
自
ら
が

医
療
現
場
に
入
っ
て
医
療
従
事
者
の
困
っ
て
い

る
問
題
を
見
つ
け
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、そ
れ

を
商
品
化
し
て
社
会
に
普
及
さ
せ
て
い
く
と

い
う
も
の
だ
。一
方
、日
本
に
は
こ
う
し
た
講

座
が
な
い
。そ
こ
で
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日
本

に
持
ち
込
み
た
い
と
思
っ
た
わ
け
だ
。

̶

池
野
先
生
と
バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン・
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
の
出
会
い
は
。

　

僕
は
日
本
で
９
年
間
、地
域
医
療
に
携
わ
っ

た
後
、２
０
０
１
年
か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
の
研
究
を
開
始
し
た
が
、そ
こ
で
驚
い

た
の
は
、研
究
室
が
自
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
医
療
機
器
を
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
進
め
て
い
た
こ
と
だ
。そ
し
て
、

そ
の
中
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
非
常
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
と

も
に
、医
療
機
器
を
使
え
ば
何
千
万
人
、何

億
人
も
の
患
者
を
救
え
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
。す
る
と
、自
分
で
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起
業

し
て
み
た
く
な
っ
た
。で
も
、起
業
の
仕
方
、ア

イ
デ
ア
の
出
し
方
が
分
か
ら
な
い
。

　

悶
々
と
す
る
中
で
、２
０
０
６
年
に
同
じ

大
学
内
に
バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン・プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、１
年
近
く
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
。そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、そ
れ
ま
で

自
分
が
培
っ
た
能
力
と
は
ま
っ
た
く
違
う
デ

ザ
イ
ン
思
考
だ
っ
た
。与
え
ら
れ
た
問
題
の

正
解
を
制
限
時
間
内
に
出
す
の
で
は
な
く
、

自
分
で
問
題
を
見
つ
け
に
行
っ
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
。こ
の
デ
ザ
イ
ン
思
考
を

知
っ
た
時
は
ハ
ン
マ
ー
で
頭
を
殴
ら
れ
る
ほ
ど

の
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、で
も
言
わ
れ
て
み
れ

ば
た
し
か
に
そ
う
だ
と
思
え
て
、こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
何
と
か
日
本
に
導
入
し
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

̶

２
０
１
５
年
10
月
か
ら「
ジ
ャ
パ
ン
・

バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。第
１
期
生
は
ど
ん
な
顔
ぶ

れ
で
し
た
か
。ま
た
、修
了
後
の
様
子
に
つ

い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
講
座
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
は
大

学
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、大
阪
大

学
、東
京
大
学
、東
北
大
学
の
３
大
学
に
呼
び

か
け
て
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、日
本
医
療

機
器
産
業
連
合
会
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

２
０
１
５
年
６
月
に
３
大
学
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
と
文
部
科
学
省
が
調
印
し
て
、同
年

10
月
か
ら
３
大
学
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
期
間

10
ヵ
月
）と
し
て
始
ま
っ
た
。

　

悩
ま
し
か
っ
た
の
が
フ
ェ
ロ
ー
の
構
成
だ
。

米
国
の
場
合
、会
社
を
辞
め
て
、つ
ま
り
退
路

を
断
っ
て
年
間
10
〜
12
名
の
若
者
が
や
っ
て
く

る
。米
国
で
は
有
能
な
人
は
転
職
が
当
た
り

前
だ
か
ら
だ
。と
こ
ろ
が
、日
本
で
そ
れ
を
や

る
と
食
いっ
ぱ
ぐ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

だ
か
ら
、退
路
を
断
っ
て
く
る
人
ば
か
り
で
は

な
く
、企
業
の
中
に
い
る
若
手
で
有
能
か
つ
組

織
の
中
核
と
な
る
よ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
集
め

よ
う
と
い
う
方
針
で
、第
１
期
は
10
人
を
選
ん

だ
。そ
の
結
果
、各
大
学
に
医
師
が
１
人
。あ

と
は
医
療
機
器
関
係
の
企
業
か
ら
の
派
遣
生

と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。

　

修
了
後
に
つ
い
て
は
、い
き
な
り
起
業
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、今
は
補
助
金
・
寄
付

金
を
使
い
な
が
ら
大
学
内
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
や

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
段
階

で
、い
ず
れ
事
業
プ
ラ
ン
が
決
ま
り
、資
金
が

集
ま
っ
た
ら
起
業
に
踏
み
切
る
つ
も
り
だ
。こ

の
場
合
、企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
卒
業

生
は
、元
の
企
業
に
戻
り
、こ
の
経
験
を
活
か

し
企
業
内
で
起
業
家
精
神
を
醸
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
こ
と
も
選
択

肢
と
し
て
重
要
で
あ
る
。ま
た
、卒
業
生
が
は

じ
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、卒
業
生
以

外
の
起
業
に
興
味
が
あ
る
若
手
、経
験
豊
富

な
ベ
テ
ラ
ン
な
ど
に
よ
り
、実
際
に
起
業
し
事

業
と
し
て
進
め
て
行
く
選
択
肢
も
有
り
だ
と

思
う
。い
ず
れ
に
せ
よ
、ゴ
ー
ル
は
、医
療
に
貢

献
で
き
る
医
療
機
器
を
世
に
出
す
こ
と
な
の

で
、そ
の
手
段
は
、必
ず
し
も
定
型
的
な
１
つ

の
手
段
だ
け
で
は
な
い
。

̶

「
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
今
後
、日
本
に
定
着
さ
せ
て
い

く
た
め
の
課
題
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

最
大
の
問
題
は
資
金
だ
。実
は
、ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
と
い
う
こ
と
で
、イ

ン
ド
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
米
国
以
外
で
も
バ

イ
オ
デ
ザ
イ
ン
の
講
座
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、い

ず
れ
も
学
費
は
無
料
で
、フェロ
ー
に
対
し
て
は

ス
タ
イ
ペ
ン
ド（
生
活
費
）と
い
う
形
で
給
料
を

出
し
て
い
る
。要
す
る
に
、フ
ェロ
ー
を
国
の
宝

と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

　

一
方
、日
本
で
は
全
員
持
ち
出
し
だ
か
ら
、

気
合
と
根
性
で
参
加
す
る
し
か
な
い（
笑
）。

た
だ
、気
合
と
根
性
だ
け
で
は
絶
対
に
長
続

き
し
な
い
。一
方
で
、企
業
か
ら
の
寄
付
も
な

か
な
か
集
ま
ら
な
い
。で
も
、こ
の
問
題
を
解

決
し
な
い
と
企
業
の
人
し
か
来
ら
れ
な
く
な

り
、退
路
を
断
っ
て
来
る
人
は
い
な
く
な
る
だ

ろ
う
。人
材
育
成
を
怠
っ
た
国
の
将
来
は
な
い

わ
け
で
、こ
の
資
金
問
題
を
何
と
か
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ジ
ャ
パ
ン・バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、医
療
機
器
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

だ
。教
育
を
始
め
、投
資
、イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョ

ン
、エ
グ
ジ
ッ
ト
、大
企
業
の
意
識
変
革
な
ど
、

す
べ
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
不
可
欠
だ
が
、

そ
れ
を
す
べ
て
日
本
の
中
だ
け
で
や
る
の
は
難

し
い
。医
療
機
器
と
い
う
世
界
共
通
の
目
標
の

下
に
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

国
境
を
越
え
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
だ
。１
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

と
の
間
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
組
め
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。昔
と
比
較
し
世
界
は
、益
々
小
さ
く

な
っ
て
き
て
い
る
。世
界
中
の
同
じ
志
を
も
っ

た
次
世
代
の
医
療
機
器
産
業
を
担
う
人
財
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
、世
界
の
医
療
発
展
に

貢
献
し
て
き
て
い
る
。そ
し
て
、そ
れ
が
、日
本

の
医
療
機
器
エ
コ
シ
ス
テ
ム
醸
成
に
非
常
に
重

要
だ
と
信
じ
て
い
る
。

「ジャパン・バイオデザイン」で
医療機器開発の

リーダー人材を育成する

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ル
の
発
想
と

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
日
本
へ

国
境
を
超
え
た
医
療
機
器

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

ブート
キャンプ

医療機器開発とベンチャーキャピタル（幻冬舎 経営者新書 大下創、池野文昭共著）より抜粋

ニーズ
（探索・選別）

コンセプト
（創造・選択）

事業化
（戦略・立案） 事業発表

「ジャパン・バイオデザイン」は約1年の少数精鋭のプログラムで、各大学それぞれが提供するプログラムに加え
て、3大学とスタンフォード大学が連携して提供する合同プログラムの両輪で構成される。各大学は、医師、エンジ
ニア、企業経験者などのメンバーで3～4名のチームを構成し、上図のようなプロセスをこなしていく。プログラムの
指導は、スタンフォードバイオデザインで指導研修を修了した4名のジャパン・バイオデザインファカルティが主に
担当する。また、特許戦略、薬事戦略、事業化などの内容については、各界から招かれた専門家が担当する。

■ 「ジャパン・バイオデザイン」のプログラム
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瀬戸内ブランドの確立による
地域創生を
─ 「せとうちDMO」が目指す瀬戸内の地域再生と成長循環

　地域創生において観光産業の重要性が叫ばれる中、DMOに対する注目が高まっている。DMO（Destination 

Management/Marketing Organization）とは、観光地（Destination）を活性化させて、地域全体を一体的に

マネジメントしていく組織で、政府が提唱する「まち・ひと・しごと創生基本方針2015」において、地域内の官民協働や

広域的な地域連携により魅力ある観光地づくりを行う事業推進主体として重要な役割が期待されている。これまでに

設立されたDMOは全国で123法人（観光庁HP、2017年1月20日現在）。その中でユニークな取り組みとして注目さ

れるのが、2016年4月に発足した「せとうちDMO」だ。DMOのほとんどが各市町村・都道府県単位での設立である

のに対し、「せとうちDMO」は瀬戸内7県の広域連携による取り組みであり、推進体制も官民それぞれの役割が効

果的に発揮される形になっているからだ。

広島県三原市竜王山から瀬戸内海を望む

　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
発
足
か
ら
遡
る

こ
と
３
年
前
の
２
０
１
３
年
４
月
、瀬
戸

内
全
体
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目

的
に
、兵
庫
・
岡
山
・
広
島
・
山
口・
徳
島
・

香
川・愛
媛
の
７
県
が
合
同
し
て「
瀬
戸

内
ブ
ラ
ン
ド
推
進
連
合
」を
設
立
し
た
。

以
後
、同
推
進
連
合
は
瀬
戸
内
全
体
で

の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
進
め
て

き
た
が
、こ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、世

界
に
比
肩
で
き
る
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
目
指
す
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
新
た
に「
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」を
創
設

し
た
。

　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
２
つ
の
組
織
で
構

成
さ
れ
る
。同
推
進
連
合
を
発
展
改
組

し
、民
間
の
観
光
事
業
者
を
加
え
て
発

足
し
た
一
般
社
団
法
人
せ
と
う
ち
観
光

推
進
機
構（
以
下
、推
進
機
構
）と
、瀬

戸
内
地
域
を
中
心
と
し
た
金
融
機
関
と

（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）、

域
内
外
の
事
業
会
社
計
46
社
の
出
資

を
得
て
設
立
さ
れ
た（
株
）瀬
戸
内
ブ
ラ

ン
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、Ｓ
Ｂ
Ｃ
）

だ
。推
進
機
構
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
策
定
し
、Ｓ
Ｂ
Ｃ
は「
せ
と

う
ち
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」も
活
用
し

事
業
者
に
対
す
る
資
金
・
経
営
面
で
の

支
援
を
行
う
。両
社
は
緊
密
な
連
携
の

下
で
、瀬
戸
内
が
有
す
る
幅
広
い
観
光

資
源
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、地
域

の
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
観
光
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、そ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を「
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
る

地
方
創
生
＝〝
地
域
再
生
と
成
長
循

環
〞を
実
現
し
ま
す
」と
定
め
て
い
る
。

ま
た
、２
０
２
０
年
の
瀬
戸
内
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
、以
下
の
４
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
。①
瀬
戸
内
が
一
度
な
ら

ず
２
度
、３
度
と
訪
れ
て
み
た
い
場
所
と

し
て
定
着
し
て
い
る
、②
国
内
外
か
ら

人
々
が
集
ま
る
、③
地
域
が
潤
う
、④
輝

か
し
い
未
来
に
向
け
て
住
民
の
間
に
誇

り
と
希
望
が
満
ち
て
い
る
、で
あ
る
。さ

ら
に
具
体
的
な
定
量
目
標
と
し
て
、瀬

戸
内
へ
の
来
訪
意
向
を
２
０
１
４
年
の

27
％
か
ら
２
０
２
０
年
50
％
に
、外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
を
同
１
５
４
万
人
か
ら

同
６
０
０
万
人
に
、そ
れ
ぞ
れ
増
加
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

目
標
達
成
に
向
け
て
問
わ
れ
る
の
が

２
つ
の
組
織
の
事
業
推
進
力
だ
。Ｓ
Ｂ
Ｃ

代
表
取
締
役
社
長
・
水
上
圭
氏
は
、「
社

員
全
員
が
出
資
企
業
か
ら
の
出
向
で
す

が
、事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
各
個
人
の

力
だ
け
で
は
な
く
、出
向
元
の
支
援
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。当
社
で
言
う

と
、各
地
域
の
金
融
機
関
を
活
用
さ
せ

て
も
ら
え
る
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
り
ま
す
」と
、ま
た
、推
進
機
構
の
事

業
本
部
長
・
村
橋
克
則
氏
も「
当
社
の

場
合
も
出
向
者
個
々
の
人
材
が
優
秀
な

こ
と
に
加
え
、そ
の
後
ろ
に
、観
光
・
旅

行
分
野
で
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
が
揃
っ
て
い

る
。そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
背
負
っ
た
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、各
社
の
力

を
借
り
や
す
い
と
い
う
意
味
で
は
非
常

に
大
き
な
戦
力
に
な
り
ま
す
」と
、共

に
力
強
く
語
る
。

　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
、現
在
も
っ
と
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

せ
と
う
ち
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る「
せ

と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
事
業
」だ
。

２
０
１
７
年
２
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同

事
業
で
は
、瀬
戸
内
７
県
の
企
業
等
が

瀬戸内ブランドの確立による地域創生を
─ 「せとうちDMO」が目指す瀬戸内の地域再生と成長循環

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

２
つ
の
組
織
の
推
進
力
で

２
０
２
０
年
目
標
達
成
へ

「
メ
ン
バ
ー
ズ
事
業
」で

地
域
の
事
業
者
を
巻
き
込
む

株式会社
瀬戸内ブランド
コーポレーション

一般社団法人
せとうち観光
推進機構

経営支援
プロダクト
開発支援

瀬戸内

投融資

プロダクト
開発支援

プロモーション

せとうちDMO

外国人観光客
日本人観光客

観光関連事業者
魅力的なサービス・

商品の供給とビジネスの確立

観
光
サ
ー
ビ
ス

瀬
戸
内
観
光

観光関連事業者のプロ
ダクト開発の支援・事業
拡大の支援（持続可能
な経営基盤の構築）

プロモーション展開を通
じて瀬戸内をテーマとし
たサービスや商品に対
する需要の創出と観光
分野におけるビジネス
チャンスの拡大

せとうち
観光活性化
ファンド

■ せとうちDMO概念図
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業
種
や
地
域
の
枠
を
越
え
て
連
携
す
る

場
を
設
け
る
と
と
も
に
、訪
日
外
国
人

観
光
客
の
取
り
込
み
を
狙
い
新
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、販
路
拡
大
に
取
り
組

む
企
業
等
に
対
し
、個
々
で
は
備
え
が
難

し
い
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
定
額
制
に
よ

り
提
供
し
、事
業
者
の
支
援
を
行
う
。

　

具
体
的
に
は
、外
国
人
観
光
客
向

け
の
多
言
語
電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
、

国
内
外
向
け
に
地
域
産
品
や
着
地
型

旅
行
商
品
販
売
を
行
う
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

に
よ
る
販
路
開
拓
支
援
、せ
と
う
ち

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
運
営
す
る「
瀬
戸
内Finder

」

（F
acebook

フ
ァ
ン
数
61
万
人
以
上
）

を
活
用
し
た
情
報
発
信
支
援
、瀬
戸
内

７
県
を
繋
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

の
提
供
な
ど
だ
。「
地
域
の
皆
さ
ん
、特

に
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
こ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

活
動
に
巻
き
込
ん
で
行
っ
て
、事
業
者
の

方
々
が
主
体
的・積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
拡
大
・
成
長
を

目
指
し
て
い
た
だ
く
。そ
う
い
う
場
を
設

定
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
の
で
、今

一
番
、力
を
入
れ
て
い
ま
す
。２
０
１
７

年
度
の
会
員
目
標
は
２
０
０
０
。１
ヵ
月

目
で
２
０
０
弱
の
契
約
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。そ
れ
な
り
に
順
調
だ
と
思
い
ま

す
」（
推
進
機
構・村
橋
氏
）

　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
大
き
な
特
徴
の

１
つ
が
、「
せ
と
う
ち
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン

ド（
総
額
98
億
円
）」に
よ
る
金
融
支
援

だ
。同
フ
ァ
ン
ド
は
、瀬
戸
内
地
域
７
県

の
地
方
銀
行
お
よ
び
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
、（
株
）

海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構（
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
機
構
）の
出
資
に
よ
り
２
０
１
６
年
４

月
に
組
成
さ
れ
た
。そ
の
目
的
は
、Ｓ
Ｂ
Ｃ

と
連
携
し
つ
つ
、従
来
の
資
金
調
達
だ
け

で
は
な
く
、観
光
産
業
に
お
け
る
資
本

性
資
金
を
中
心
と
す
る
資
金
供
給
の
担

い
手
と
し
て
、瀬
戸
内
地
域
を
事
業
基

盤
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
対
し
て

必
要
な
資
金
支
援
を
行
う
こ
と
だ
。

　

た
と
え
ば
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
拡
大

や
設
備
増
強
に
伴
う
資
金
支
援
、新
た

な
観
光
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
提
供
に
取

り
組
む
際
の
資
金
支
援
を
伴
っ
た
事
業

化
支
援
、魅
力
あ
る
地
域
の
食
材・産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
に
取
り
組

む
際
の
資
金
支
援
を
含
む
経
営
サ
ポ
ー

ト
な
ど
だ
。

　

そ
の
第
１
号
案
件
が
、２
０
１
６
年
８

月
に
行
っ
た（
株
）せ
と
う
ち
ク
ル
ー
ズ
に

対
す
る
投
資
だ
。同
社
が
２
０
１
７
年

秋
か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
る
瀬
戸
内

海
に
お
け
る
宿
泊
型
の
ク
ル
ー
ズ
船
事

業
に
使
用
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
新
造
資

金
の
一
部
を
劣
後
ロ
ー
ン
と
優
先
株
で

拠
出
し
た
。こ
れ
に
加
え
て
、Ｓ
Ｂ
Ｃ
が

同
ク
ル
ー
ズ
船
の
事
業
開
発
支
援
を
、

ま
た
、推
進
機
構
が
運
行
に
向
け
て
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
や
ク
ル
ー
ズ
商
品

の
開
発
支
援
を
行
う
。Ｓ
Ｂ
Ｃ・水
上
氏

は
、「
フ
ァ
ン
ド
の
投
融
資
ペ
ー
ス
は
順
調

な
の
で
、で
き
る
だ
け
早
く
使
い
き
り
た

い
」と
、語
る
。

　

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
お
い
て
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
そ
の
中
立
的
な
立
場
を
活
か

し
、関
係
者
が
合
意
形
成
を
図
る
た
め

に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、「
せ
と
う
ち
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
」の
運
営
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
提
供
す
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。そ
う
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
つ
い
て
、投
資

フ
ァ
ン
ド
出
身
の
水
上
氏
は
次
の
よ
う
に

評
価
す
る
。「
融
資
業
務
が
中
心
の
銀

行
だ
け
で
は
、リ
ス
ク
の
多
い
投
資
へ
の

判
断
は
難
し
い
の
で
す
が
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
投

資
に
関
す
る
豊
富
な
知
見
が
あ
る
の
で
、

実
際
の
投
資
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

私
の
よ
う
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
出
身
の
人

間
と
近
い
形
で
考
え
て
く
れ
る
。ま
た
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
す
る
地
銀
の
信
頼
も
厚
い

の
で
、一
緒
に
動
い
て
く
れ
る
と
事
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
。そ
の
意
味
で
非
常
に
有

り
難
い
存
在
で
す
」

　

日
本
全
国
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
が
相
次

ぎ
、北
海
道
、東
北
で
も
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
と
も

に
設
立
の
動
き
が
あ
り
、今
後
、各
地
で

観
光
活
性
化
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。そ
う
し
た
中
で
、瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
し
て
地
域
創
生
を
実
現
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。２

人
は
、瀬
戸
内
観
光
の
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
瀬
戸
内
は
、ま
だ
消
費
さ
れ
尽
く
し

て
い
な
い
、磨
く
前
の
原
石
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
観
光
地
で
す
。美
し
い
自
然
、

多
様
な
食
、歴
史・文
化
で
も
教
科
書
に

載
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、マ
ニ
ア
の
人
、特
に
深
い
日
本
を

知
り
た
い
外
国
人
に
は
非
常
に
受
け
る

と
思
い
ま
す
。今
、個
別
の
観
光
資
源
の

洗
い
出
し
が
ほ
ぼ
終
わ
り
か
け
て
い
る
の

で
、こ
の
後
、こ
れ
ら
を
１
つ
に
ま
と
め
て

瀬
戸
内
の
価
値
の
最
大
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
」（
推
進
機
構・村
橋
氏
）

　
「
東
京
・
大
阪
・
京
都
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
、北
海
道
・
沖
縄
の
ブ
ラ
ン
ド
が

あ
る
中
で
、我
々
は
ま
だ
過
小
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
分
、ア
ッ
プ
サ
イ
ド
が

あ
り
、十
分
行
け
る
と
思
い
ま
す
。他
の

地
域
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
頑
張
っ
て
日
本
が
注
目

を
浴
び
れ
ば
、あ
る
意
味
で
パ
イ
が
広
が

る
の
で
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
増
え
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
間
の

競
争
が
激
化
す
る
こ
と
も
歓
迎
で
す
ね
」

（
Ｓ
Ｂ
Ｃ・水
上
氏
）

　

２
人
の
言
葉
に
は
、瀬
戸
内
の
今
後

に
対
す
る
た
し
か
な
自
信
が
感
じ
ら
れ

る
。そ
の
前
途
へ
の
期
待
を
集
め
て
、せ

と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
今
日
も
着
実
な
一
歩

を
重
ね
て
い
る
。

資
本
性
資
金
を
中
心
と
す
る

資
金
供
給
を
担
う

瀬
戸
内
の
今
後
へ
の

た
し
か
な
自
信
を
胸
に

瀬戸大橋

瀬戸内ブランドの確立による地域創生を
─ 「せとうちDMO」が目指す瀬戸内の地域再生と成長循環

一般社団法人 せとうち観光推進機構
事業本部長

村橋 克則氏

株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション
代表取締役社長

水上 圭氏

瀬戸内7県に事業基盤を有する観光関連事業者

せとうち観光活性化ファンド

せとうち観光パートナーズ

瀬戸内ブランドコーポレーション

DBJ クールジャパン機構瀬戸内7行金融機関事業会社

出資

LP出資 LP出資

出資

GP出資

投融資等

経営支援・
プロダクト
開発支援

ファンド運営面での連携

ファンドの運営・管理

■ 体制図
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̶

創
業
の
経
緯
、社
名
の
由
来
に
つ
い
て
、お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

創
業
者
で
あ
る
私
の
曾
祖
父
の
翠
田
辰
次
郎

は
、も
と
も
と
富
山
市
の
八
尾
町
で
養
蚕
業
の
家

に
生
ま
れ
、蚕
の
卵
を
付
け
た
種
紙
を
行
商
し
て

全
国
を
歩
い
て
い
た
そ
う
で
す
。あ
る
時
、仕
事

帰
り
の
東
京
の
下
町
で
ラ
ム
ネ
に
出
会
い
、多
分
、

夏
の
暑
い
頃
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、そ
の
清
涼
さ
に

感
動
し
て
起
業
を
決
意
。製
法
を
教
わ
り
、富
山

に
帰
っ
て「
翠
生
舎（
す
い
せ
い
し
ゃ
）」を
立
ち
上

げ
、「
ト
ン
ボ
ラ
ム
ネ
」の
製
造・販
売
を
始
め
ま
し

た
。よ
く
製
法
を
教
え
て
も
ら
え
た
と
思
う
の
で

す
が
、そ
れ
だ
け
熱
意
を
持
っ
た
人
だ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ラ
ム
ネ
に
ト
ン
ボ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
付
け
た
の

は
、真
夏
に
水
面
す
れ
す
れ
に
滑
空
す
る
ト
ン
ボ

の
姿
の
涼
し
げ
な
様
子
が
、暑
い
時
に
飲
む
も
の

に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
。ト
ン
ボ

は
漢
字
で
書
く
と「
蜻
蛉
」で
、虫
の
部
分
を「
氵

（
さ
ん
ず
い
）」と「
冫（
に
す
い
）」に
置
き
換
え

る
と
清
ら
か
で
涼
し
げ
な
様
子
を
示
す「
清
冷
」

に
な
り
ま
す
。そ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
１
９
６
２
年
に

社
名
変
更
す
る
際
に
頂
い
て
、ト
ン
ボ
飲
料
と
し

た
わ
け
で
す
。

̶

そ
の
ラ
ム
ネ
の
生
産
量
は
今
、ど
の
程
度
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ラ
ム
ネ
の
生
産
の
ピ
ー
ク
は
１
９
５
３
〜
５
４

年
で
、今
は
当
時
の
１
割
以
下
の
年
間
数
10
万
本

で
す
。１
９
６
０
年
代
以
降
、外
国
資
本
飲
料
や

大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ダ
ー
な
ど
が
普
及

し
て
、地
方
の
ラ
ム
ネ
メ
ー
カ
ー
は
ど
ん
ど
ん
減

り
、最
盛
期
に
は
富
山
市
内
だ
け
で
も
20
社
く

ら
い
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、今
で
は
全
国
に
数
十

社
ほ
ど
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

ラ
ム
ネ
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
べ
く
始
め
た

の
が
、１
９
６
５
年
の
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
の
製
造
・
販

売
で
す
。も
と
も
と
、シ
ャ
ン
メ
リ
ー
は
戦
後
の
高

度
成
長
時
代
、ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
パ
ン
と

し
て
歓
楽
街
の
土
産
物
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
あ
れ
ば
家
庭
の
ハ
レ
の
日

の
乾
杯
飲
料
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
、私
の
父（
現
会
長
・
翠
田
康
志
氏
）が
、

当
時
の「
主
婦
の
店
・ダ
イ
エ
ー
」の
中
内
㓛
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
プ
レ
ゼ
ン
に
行
っ
た
と
こ
ろ
気
に
入
っ

て
も
ら
え
て
、全
店
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
ユ
ー
ス
と
し
て
、11
、12
月
の

ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
始
ま
り

で
す
。

̶

そ
う
し
た
中
で
、会
社
の
転
機
と
な
っ
た
の
が

外
部
か
ら
の
受
託
生
産
で
す
ね
。

　

70
年
代
後
半
、自
動
販
売
機
が
普
及
し
、大

手
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
、つ
ま
り
低

価
格
・
大
量
生
産
型
の
飲
料
を
供
給
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
市
場
で
、我
々
の
よ

う
な
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
生
き
残
る
に
は
、コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
で
は
な
く
、何
ら
か
の
付
加
価
値
の
あ
る
製

品
が
必
要
と
考
え
た
の
で
す
。

　

検
討
を
重
ね
る
中
か
ら
、飲
料
は
重
い
と
同

時
に
値
段
が
安
い
の
で
、大
消
費
地
か
ら
離
れ
た

富
山
で
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
思
う
の
な
ら

ば
、小
さ
く
て
軽
い
、あ
る
程
度
値
段
が
高
い
も

の
が
い
い
。幸
い
富
山
は
水
の
質
・
量
で
は
全
国

有
数
で
あ
り
、ま
た「
薬
の
富
山
」の
名
の
通
り
、

い
ろ
い
ろ
な
機
能
性
食
材
の
研
究
成
果
や
製
造

ノ
ウ
ハ
ウ
、そ
れ
に
関
わ
る
人
の
交
流
が
あ
る
。

そ
う
い
う
も
の
を
活
用
し
て
健
康
・
美
容
志
向
の

飲
料
が
で
き
な
い
か
。そ
ん
な
方
向
性
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
し
た
。某
大
手

製
薬
メ
ー
カ
ー
か
ら
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
飲
料
の
製
造

依
頼
が
あ
っ
た
の
で
す
。そ
の
ま
ま
で
は
飲
み
に

く
い
味
な
の
で
、当
社
の
技
術
で
飲
み
や
す
い
も

の
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
す
。我
々
が
考
え

て
い
た
方
向
性
に
合
っ
た
、ま
さ
に
富
山
の
強
み

が
活
か
せ
る
話
で
し
た
。１
９
８
０
年
の
こ
と
で
、

こ
こ
か
ら
受
託
生
産
が
始
ま
り
、以
後
、順
調
に

拡
大
し
ま
し
た
。今
で
は
受
託
元
は
１
０
０
社
近

日
本
に
お
け
る
ラ
ム
ネ
、

シ
ャ
ン
メ
リ
ー
の
市
場
を
牽
引

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
か
ら

高
付
加
価
値
商
品
へ

　昨年、創業120周年を迎えた清涼飲料メーカー・トンボ飲料

（本社・富山県富山市）は、国産ラムネメーカーとしてもっとも

長い歴史を持つ老舗企業だ。家庭用クリスマス飲料として定

番の「シャンメリー」の製造・販売でも、全国トップシェアを誇る。

“ガリバー”と言われる外資系企業や国内大手が主導権を握

る清涼飲料市場にあって、同社は地元富山の強みや自社独

自の技術・ノウハウを活かした製品開発を続けるとともに、外

部からの受託生産にも取り組むことで着実な成長を続けてい

る。5代目社長の翠田（みすた）章男氏は、「打つ手は常に無

限にある」を座右の銘として老舗飲料メーカーの新たな可能

性を追い求めている。

1954年 10月6日生まれ 富山県出身、１９８１年5月トンボ飲料入社、
１９８６年3月専務取締役、１９９８年6月代表取締役就任。

株式会社トンボ飲料

代表取締役社長

翠田 章男氏

豊かな水資源と
地域の知的資産で
高付加価値な飲料を
幅広いユーザーに届ける
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年
11
月
に
移
転
入
居
し
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に

は
、大
手
町
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
あ
り
な
が

ら
、天
然
温
泉
が
あ
る
。地
下
１
５
０
０
ｍ
の
源
泉
か
ら

汲
み
上
げ
た
と
い
う
、そ
の
名
も「
大
手
町
温
泉
」は
、会

員
制
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
一
角
に
あ
り
、他
に
20
ｍ

の
プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
兼
用

ス
タ
ジ
オ
、岩
盤
浴
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
る
。な
ん
と
も

贅
沢
に
聞
こ
え
る
そ
の
施
設
に
、も
の
は
試
し
と
、仕

事
帰
り
に
寄
っ
て
み
た
。温
泉
の
泉
質
は
、保
湿
効
果

が
高
く
、疲
労
回
復
の
効
果
が
期
待
で
き
る
、含
よ
う

素-

ナ
ト
リ
ウ
ム-

塩
化
物
強
塩
温
泉
。冷
え
性
、う

つ
状
態
、皮
膚
乾
燥
症
な
ど
を
適
応
症
と
す
る
療
養
泉

の
ひ
と
つ
と
い
う
。場
所
と
い
い
、泉
質
と
い
い
、ま
さ

に
日
々
ス
ト
レ
ス
と
戦
う
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
う
っ

て
つ
け
で
あ
る
。

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
、場
所
柄
、近
隣
エ

リ
ア
で
働
く
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、皇
居
ラ
ン

の
ラ
ン
ナ
ー
、外
国
人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、仕
事
帰
り
と
は
い

え
、時
間
が
早
め
だ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、目
に
付
い
た

の
は
意
外
に
も
年
齢
層
の
高
め
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

若
者
が
メ
イ
ン
と
思
わ
れ
が
ち
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
で
あ
る
が
、会
員
の
年
齢
別
構
成
比
に
着
目
す
る
と
、

実
は
こ
の
と
こ
ろ
変
化
が
起
き
て
い
る
。

齢
別
構
成
比
の
推
移（
下
図
）を
見
て
み
る
と
、

全
人
口
の
年
齢
別
構
成
比
の
変
化
幅
以
上
に
、

20
歳
代
以
下
、30
歳
代
の
会
員
比
率
が
低
下
し
、60
歳
代

以
上
が
上
昇
し
て
い
る
。平
成
15
年
に
は
17・８
％
で
あ
っ

た
60
歳
代
以
上
の
会
員
は
、増
加
の
一
途
を
辿
り
、平
成

26
年
に
は
30・３
％
に
も
上
る
。こ
の
背
景
に
は
、で
き
る

だ
け
長
く
健
康
で
い
た
い
、介
護
状
態
に
な
ら
な
い
で
い

た
い
と
い
う
、シ
ニ
ア
層
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
が
あ
る
。

う
し
た
シ
ニ
ア
層
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
も
高
齢
者
向
け
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
動
き
を
加
速
化

さ
せ
て
い
る
。例
え
ば
、あ
る
ク
ラ
ブ
で
は
、60
歳
〜
90

歳
ま
で
を
対
象
に
、将
来
に
向
け
て
体
づ
く
り
を
行
い

た
い
人
向
け
、膝
や
腰
な
ど
に
痛
み
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
人
向
け
に
２
種
類
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。さ

ら
に
は
、鍛
え
る
の
は
身
体
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。別

の
ク
ラ
ブ
で
は
、五
感
を
刺
激
し
、脳
を
鍛
え
る「
シ
ナ

プ
ソ
ロ
ジ
ー
   ®

」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、提
供

し
て
い
る
。じ
ゃ
ん
け
ん
の
動
作
を
し
な
が
ら
暗
算
を

す
る
、お
手
玉
と
ス
カ
ー
フ
を
持
ち
左
右
で
異
な
る
動

き
を
す
る
な
ど
、慣
れ
な
い
動
き
で
脳
を
適
度
に
混
乱

さ
せ
、認
知
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
。爽
快
感
が
向

上
し
、疲
労
感
や
抑
う
つ
感
が
低
下
す
る
効
果
も
期
待

で
き
る
た
め
、高
齢
者
だ
け
で
な
く
、企
業
等
で
働
く

現
役
世
代
に
も
有
効
と
い
う
。

た
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
シ
ニ
ア
層
の
健
康

づ
く
り
の
場
と
い
う
だ
け
で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
一
役
買
っ
て
い
る
。食
事
や

団
ら
ん
が
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、会
員
同
士
が

交
流
し
や
す
く
す
る
こ
と
で
、会
員
の
定
着
を
図
っ
て

い
る
。シ
ニ
ア
層
に
と
っ
て
は
顔
見
知
り
が
増
え
る
こ

と
で
自
分
の
居
場
所
と
な
り
、通
い
続
け
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
、病
院
か

ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

何
と
も
健
全
な
姿
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

株式会社 日本経済研究所
調査本部 医療福祉部長
菅原 尚子執筆者

昨ここ 年

ま
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Vol.5

く
に
上
り
、受
託
部
門
が
当
社
売
上
高
の
75
％

を
占
め
る
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
か
ら
高
付
加
価
値
へ
の
転
換
に

加
え
て
、も
う
１
つ
の
大
き
な
変
化
は
対
象
ユ
ー

ザ
ー
で
す
。
従
来
、ラ
ム
ネ
や
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
な

ど
子
供
向
け
の
商
品
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、少

子
高
齢
化
が
進
む
中
で
は
成
人
、高
齢
者
向
け

の
商
品
開
発
が
必
要
と
考
え
て
パ
ウ
チ
容
器
を

使
っ
た
ゼ
リ
ー
飲
料
を
２
０
０
０
年
に
開
発
。同

年
に
バ
ラ
ン
ス（
株
）と
い
う
子
会
社
を
設
立
し

て
、高
齢
者
向
け
ゼ
リ
ー
飲
料
の
製
造
・
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

実
は
、こ
の
パ
ウ
チ
容
器
も
、あ
る
梱
包
材
メ
ー

カ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
す
。飲
料
の
歴
史

は
容
器
の
歴
史
で
も
あ
っ
て
、ガ
ラ
ス
、缶
、そ
し

て
今
や
飲
料
容
器
の
65
％
以
上
を
占
め
る
の
が

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
。そ
の
意
味
で
は
、我
々
は
飲

料
容
器
の
中
核
に
な
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
も

缶
に
も
取
り
組
め
な
か
っ
た
。こ
れ
ら
は
完
全
に

ガ
リ
バ
ー
企
業
が
得
意
な
商
品
で
あ
り
、我
々
は

諦
め
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
中
で
、何
か
新
し
い
容
器
に
取
り
組
み
た

い
、高
齢
者
向
け
の
商
品
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
き
た
我
々
に
と
っ
て
、パ
ウ
チ
容
器
は
ぴ
っ

た
り
の
性
質
を
備
え
て
い
ま
し
た
。今
、当
社
売

上
高
の
65
％
く
ら
い
が
パ
ウ
チ
の
ゼ
リ
ー
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、こ
の
時
の
出
会
い
は

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

̶

座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
打
つ
手
は
常
に
無
限
に
あ
る
」と
い
う
言
葉

で
す
。千
葉
県
出
身
の
実
業
家
・
滝
口
長
太
郎
の

名
言
の
中
に
あ
る
言
葉
で
、20
年
く
ら
い
前
に
こ

の
言
葉
に
出
会
っ
て
大
変
感
動
し
て
以
来
、ず
っ

と
好
き
で
す
ね
。人
間
は
困
っ
た
時
に
考
え
て
い

る
顔
を
し
て
い
る
が
、実
は
悩
ん
で
い
る
だ
け
で
、

次
の
打
ち
手
を
考
え
て
い
な
い
。そ
れ
で
は
物
事

は
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。打
ち
手
を
考
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
の
言
葉
が
好
き
な
の
は
、困
っ
て
い
る
時
に

悩
ん
で
い
る
だ
け
で
は
答
え
は
出
な
い
の
で
、打

ち
手
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
自
分
に

言
い
聞
か
せ
る
こ
と
で
、精
神
的
に
落
ち
着
き
、

安
ら
ぐ
か
ら
で
す
。考
え
た
末
に
打
つ
べ
き
手
を

打
っ
た
な
ら
、あ
と
は
天
に
任
せ
る
し
か
な
い
。

そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
す
。

̶

今
後
の
経
営
の
展
望
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
、当
社
で
は「
３
つ
の
ケ
ア
」の
提
供
を
目

指
し
て
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、「
カ
ラ
ダ
の
う
る
お
い
」の
み
な
ら

ず「
コ
コ
ロ
の
う
る
お
い
」を
求
め
る
方
向
け
の

ハ
ー
ト
・
ケ
ア
、高
齢
者
・
介
助
が
必
要
な
方
向

け
の
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ・ケ
ア
、健
康
・
美

容
志
向
の
方
向
け
の
ヘ
ル
ス
ア
ン
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ・

ケ
ア
で
す
。３
つ
の
ケ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
に
強
力

な
商
品
を
用
意
し
、「
ト
ン
ボ
飲
料
」ブ
ラ
ン
ド
、

「
バ
ラ
ン
ス
」ブ
ラ
ン
ド
、お
よ
び「
受
託
生
産
」

を
通
じ
て
安
定
し
た
収
益
構
造
の
経
営
を
し
て

い
く
こ
と
が
、ロ
ー
カ
ル
飲
料
企
業
と
し
て
の
当

社
の
生
き
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
３
つ
の
ケ
ア
」を
提
供
し

経
営
の
安
定
化
を
実
現
す
る

「ハート・ケアの戦略商品と位置づけて
いるのが『セレブレ』です。主に女性や
ハンドルキーパーを対象としたノンアル
コール・スパークリングワインで、2015
年に発売して以来、洋食系のレストラン
で採用され、リピーターが増えています」
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